
育児のヒント 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝の空気は冷たく、まだまだひんやりと感じられる季節ですね。空気の澄んだ

日には雪の積もった富士山がとてもきれいに見えます。お子さんと一緒に眺め

ながら、どうぞ遊びにいらして下さい。暖かい、ほっと れもんてぃのお部屋ゆっ

たりとお過ごし頂けるよう、心よりお待ちしております。 

地域子育て支援拠点事業（ひろば型） 

 

 

 

２０１２年 ２月号 Ｎｏ．２９ 

 

日々の育児の中で、ほっとしたり、ヒントになるような言葉を、 

本の中から紹介していきます。書籍の貸出も行っています。 

皆様の育児の参考にしていただけたらと、『育児のヒント』を記載しています。 

今回は、東京大学大学院教育学研究科教授 秋田喜代美先生です。 

 
ほっと れもんてぃ 
（あゆのこ保育園内） 

〒243-0032 

厚木市恩名 1 丁目 10 番 38 号 

電話・FAX : 046-222-6055 

http://www.ayunoko.ed.jp/ 

 
ほっと れもんてぃは、 

地域子育て支援拠点事業（ひろば型） 

として厚木市より委託されています。 

 

 

 

ご家庭で弟や妹が生まれると、お兄ちゃんやお姉ちゃんが退行現象と呼ばれる赤ちゃん返りをする

のはよく知られています。また子どもなりにじっと我慢していても、どこかに無理がかかって、熱がでた

りお腹がいたくなったりと身体症状に出たりすることもあります。しかし、両親に自分が認められ受け入

れられることを十分に子ども自身が感じられると安心し、弟や妹をかわいがりはじめます。そして兄、姉

になった誇りもどんなに小さくてもそれなりに感じ始めるようです。しかし一方で、「お兄ちゃんなんだか

ら、お姉ちゃんなんだから」と「・・・なんだからやりなさい。やめなさい」と役割や立場で表現して言われ

ると、自分自身の存在を受け入れられていない気持ちになって反感が高まり、「やってごらん、やめ

て」と言われるよりも、言われたことにより抵抗感を示すことも、日本のいくつかの研究データなどでは

示されています。ほんの一言、なにげない一言で子どもはすねてみたり、さりげない認める一言で誇り

を感じることができたりするようです。大人も子どもも同じと言えるでしょう。 

乳児期の子ども同士のかかわりをみせてもらっていると、お兄ちゃんやお姉ちゃんにあたる年長の

子が下の子に共感する経験や相手のために何かをしてあげたいという向社会的行動と呼ばれる意識

が育つことがわかります。我が家では姉妹が５歳離れていますが、下の子が１歳４か月の時、家の中で

箪笥に頭をぶつけて泣き始めた時すぐに姉がその子のところに走っていって頭をなぜていた姿が印

象的でした。弟や妹は他者の気持ちを理解する学びを形成する最初の関係と言えます。 

これは上の子だけではなく下の子にとっても同様です。親だけではなく、お兄ちゃんやお姉ちゃん

は下の子にとって、人生のよきメンターなのです。遊び場面をみていると、１０か月の乳児でも兄弟姉

妹がふれた物だと観察し、それを実際にはその通りに模倣できなくて模倣しようとしたりもします。親は 

 

ほっと れもんてぃ 

育児のちょっとアドバイス 

 

お越しの際は、あゆのこ保育園の駐車場をご利用いただけます。 

台数に限りがございますので、ご了承下さい。 

開設日： 月～金曜日 （祝日を除く） 

開設時間：９：３０～１６：００ 

11:30～13:00はお休みとなります。 

利用の際の予約や登録は要りません。 

開設場所：ほっと れもんてぃ（あゆのこ保育園内） 

13:00～15:00は園庭でお子様と自由に遊んで頂けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『はじめてママの赤ちゃんハッピー塾』より 小林洋子 著 ・ 大島清 監修 （ＰＨＰ研究所 2007年 12月発行） 

大切なのは、お母さんが幸せなこと。 

お母さんが大事にされていること。 

お母さんがまわりの人からいっぱい愛されていること。 

「大事にされるってうれしいな」。 

そう思ったら、子どもを大事にしてあげよう。 

「愛されるってうれしいな」。 

そう思ったら、子どもをいっぱい愛してあげよう。 

いっぱい愛されているお母さんだから、 

子どものことをいっぱい愛してあげられるのです。 

 

 

先日、「外遊びは寒いし、家の中にいると子どもの機嫌が悪くなってしまって・・・。毎日のように来てすみません。」と声

をかけられました。とんでもありません。毎日でも、午前・午後でも、お気軽にいらしてください。そのためのお部屋です。

もし、同じように思っている方がいらっしゃいましたら、どうぞそんな遠慮はなさらずに、ご利用ください。寒い時期は家の

中に閉じこもりがちになってしまいますが、ほんの少しの時間でも外にでると、お子さんの気分も変わるかもしれません。

お母さん、お父さんが少しでもリフレッシュできたら嬉しいです。 

さて、ほっと れもんてぃでは、例年この時期にアンケートを実施しています。皆さんがより過ごしやすいひろばを目指

して、率直なご意見をいただきたく、ご協力をお願い致します。アンケートは無記名で回収箱に入れていただきますの

で、個人が特定されることはありません。こんな企画があったらいいな、こんな情報がほしい、以前にこんなことがあって

困ったなど、どんなご意見でも構いません。どうぞよろしくお願い致します。 

新しいおもちゃも数点仲間入りしています。お部屋を暖かくしてお待ちしております。         担当：山室 八潮 

ほっと れもんてぃ ニュース 

「 お兄ちゃんやお姉ちゃんはよきメンター 」 



 

２月６日（月） 10:30～11:30  

ミニ保健講座 「子どもの肥満」 

･･･あゆのこ保育園保健師によるテーマごとのミニ保健講座

と相談を行います。 

２月１４日（火）  午前 10:30～11:30  

おおきくなあれ  午後 14:00～15:30 

～お子さまの身長・体重をはかってみませんか？～ 

･･･自由に身長・体重が計測できます。お気軽にご利用下

さい。 

２月１７日（金） 14:30～16:00 

※都合により２月のみ時間を変更させていただきます。 

ちょっとチャット 

～親子遊びとテーマを決めたおしゃべり会～ 

･･･湘北短期大学の学生による手遊びやふれあい遊び、教

員と利用者によるテーマを決めたおしゃべり会です。詳

細はブログ「もうちょっとチャット」 

http://ameblo.jp/ayuccからもご覧頂けます。 

２月２３日（木） 11:00～11:30 

ミニ育児講座  

「赤ちゃんから楽しめる簡単な運動遊び」 

･･･あゆのこ保育園保育士より、運動をテーマにミニ育児講

座を行います。 

３月６日（火）10:30～11:30  

ミニ保健講座 

「子どもの耳と病気」（2月 6日参照） 

3 月１5日（木） 午前 10:30～11:30 

おおきくなあれ 午後 14:00～15:30 

（2月 14日参照）    

３月１６日（金） 13:00～14:30  

ちょっとチャット （2月 17日参照） 

※都合により 3月のおしゃべり会はありません。

 学生による手遊び、触れ合い遊びのみ行います。

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予約や申し込みは要りません。 

お気軽にご参加下さい。 ２・３月の予定 
 

とかく上の子が下の子の面倒をみてあげているという見方をしがちですが、上の子と下の子が関わることで、下の

子が新たにどのような経験をしているのか、それによって行動が変わっているのかをみてみると、また新たな発見

があることも多いようです。２，３歳では自己主張が強くなり、兄弟でのもののとりあいやいざこざやけんかも起きや

すくもなりますが、いざこざこそ人と折り合いをつけていく最初の人生経験でもあります。兄弟姉妹とは限らずご近

所でも園でも、異年齢の子ども同士のつきあいを広げ見守ってあげてください。子ども同士でしか得られない貴

重な経験を子どもたちはきっとしているはずです。                    秋田喜代美 

健康ひとくちメモ「冬なのに脱水？」 

子どもが脱水症になったことがある方々の調査がありました。その調査によると、脱 

水症を起こした月は「2月」が最も多く、次に「1月」、「8月」の順で、意外にも冬の方が多い結果でした。 

脱水症は暑い夏ばかりではなく、冬にも起こり得るのです。その理由は、冬は、インフルエンザや風邪、感染

性胃腸炎などの感染症が流行する時期であること、夏に比べて意識的に水分補給をしない傾向にあることが 

あるでしょう。のどが渇いたと言えない乳児の頃は特に注意が必要ですね。また、この調査で脱水だと気付い 

たタイミングは、“発熱した”ことが最も多い結果でした。発熱した際は、経口補水液（ORS） 

などの水分をこまめに補給しましょう。       保健師 山室八潮 

３月２２日（木） 11:30～12:40 

ミニ食育講座 「好き嫌い」 

･･･離乳食完了、普通食の形状が食べられる 1 歳

前後のお子さん 4 組対象に園の給食を提供しま

す。実際に昼食を食べながら、お話しましょう。 

※こちらの講座は申込みが必要です。申込みの詳

細は別紙チラシ・HPにてお知らせ致します。 

  女の子の成長と将来の幸せを祝う行事とし

て現在まで伝わってきているひな祭りですが、

ひな祭りのご馳走のひとつとして、ちらし寿司が

あげられます。ちらし寿司は上巳
じ ょ う し

の節句の祓い

(旧暦三月の最初の巳
み

の日に川で禊
みそぎ

を行い

災厄
さいやく

を祓うことをしていました)のために野外で、

海や山のいろいろな食材を彩りよく、すし飯に

混ぜた寿司を食べたのが始まりといわれ、各地

の産物が使われます。地方によっては押し寿司

を食べるところもあります。また、桃の節句として

も知られているひな祭りですが、桃の花には古

くから邪気を祓う魔除けの力があると信じられて

いました。そして、桃の花びらを酒に浸した桃花

酒を飲んだそうですが、日本では桃花酒は一

般的ではなかったので代わりに白酒が使われる

ようになりました。白酒はもちろん、白酒の代わ

りに使う甘酒も少量のアルコールが含まれてい

ることがありますので、お子さまには牛乳や飲む

ヨーグルトなどで代用しても良いと思います。 

 ちらし寿司はお子さんと一緒に好きな具材を

使って飾ってみるのも、楽しめるのでお勧めで

す。少し余裕があったら、そんな風にひな祭りを

過ごしてみても素敵ですね。 

(参考：年中行事・記念日から引ける 

子どもに伝えたい食育歳時記)  

 

食育メモ『ちらし寿司』３月３日  

～ひな祭りにちなんだ食べ物のご紹介～ 

 

イベントは都合により日程等変更する場合が 

ございます。最新のイベント案内を HPにも 

掲載しております。掲示板、HP、お電話等で 

ご確認下さいますようお願いいたします。 

 フローラは小さなうさぎの子どもです。フローラのお気に入り

は毛布の“もうちゃん”。 

ある晩、フローラは眠れません。だって、「もうちゃん、ないん

だもん」と、フローラ。お兄ちゃんとお姉ちゃんが、自分の毛布

を貸してくれようとしますが、「いや、もうちゃんが いい」と眠い

目をこすりながら答えます。そこで、家族みんなで、もうちゃん

の大捜索！でもなかなか見つかりません。そのうちに、眠くなっ

てしまったフローラはパパの腕の中ですやすやと眠ってしまい

ますが…。 

眠るときにフローラのように、毛布やぬいぐるみなどのお気に

入りアイテムがある、というお子さんは結構いらっしゃるのでは

ないでしょうか。それぞれこだわりがあり、洗濯すると「違う！」と

言って怒ってしまうなんてお話を聞くこともあります。大人から

見ると、どうしてそんなにこだわるのかしら…？と不思議に感じ

ることもあるかもしれません。でも、その子にとっては、安心でき

る、特別なものなのですよね。 

“もうちゃんじゃないと…”というフローラに、しかたなく家中を

探し始める家族ですが、そこにはフローラへの愛情がいっぱい

感じられます。自分の大切なものを周りの人も理解してくれ、同

じように大事にしてもらえると、嬉しいものですよね。そんなフロ

ーラの心の動きも伝わってくるようです。 

親子共に共感出来る心温まる絵本です。おやすみの前のひ

と時に読んであげたい一冊です。    保育士 小島真由美 

                             

「フローラのもうふ」 

作/デビ・グリオリ   訳/山口 文生     

  （評論社 2003年）    

今月の絵本 

 

 


